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　呼吸器内科の研究領域は，免疫・アレルギー，閉塞性肺
疾患，感染症，びまん性肺疾患，悪性腫瘍など多岐にわた
ります．これらは各々がその病態機序，治療法が充分には
確立されておらず，研究対象は無限にあるとも言えます．
例えば新規のウイルス感染症がパンデミックに至り，その
主たる病変部である呼吸器を専門とする医師は予防，機序，
治療法の確立に向け更なる研究が求められています．
　私たちの教室は，以前から上記各分野の基礎的，臨床的
研究に携わってきました．日常の臨床から疑問を持ち解決
する過程で，その疾患の病態を解明することや，よりよい
治療法を見出すことが，実現可能な思考過程と方法を提供
できると考えています．

免疫・アレルギー分野

　気管支喘息を含むアレルギー疾患は増加の一途をたどり，
“21 世紀の国民病”ともいわれています．アレルギー疾患
の特徴として，ひとりの患者がアレルギー素因を基盤とし
た，複数の疾患を合併します．また，体質的な要素が基盤
にあるため治癒することは難しく，しばしば生涯にわたっ
て患者を苦しめます．小児に多く見られていた食物アレル
ギーが，成人でも徐々にみられるようになり，高齢者の喘
息死が問題となっていることなどはその一端を示していま
す．この分野の根本療法の確立や，包括的・全身的管理治
療法の確立や，そしてとくに重症喘息の治療の改善はきわ
めて重要な研究テーマといえます．当院は大学病院として
は本邦で初のアレルギーセンターを擁しており，埼玉県内

唯一のアレルギー疾患拠点病院に指定されています．私た
ちの教室はアレルギーセンターの中核として，関連学科と
の相互協力の上でアレルギー疾患の病態及び治療に関する
臨床的・基礎的研究プロジェクトを進めています．
　1．喘息・アレルギー病態の免疫学的・臨床的研究：基礎
病態であるアレルギー性炎症に焦点をあて，好酸球を中心
とした炎症細胞を単離しての細胞生物学的実験手法を駆使
して研究を進めており，多大な論文業績をあげています．
日本では，アレルギー・好酸球研究の中心的存在であって，

「アレルギー・好酸球研究会」事務局も当科に存在していま
す．活性化した好中球が好酸球浸潤を誘導する知見は，重
症喘息における炎症病態の一因を解明したとして高い評価
を受けています．現在アレルギー疾患における炎症機構の
解明についてさらなる研究が進行中です．また喘息患者か
ら得た呼気凝縮液や喀痰，血液などの臨床検体から病態解
析を行い，基礎研究の臨床的な関連性を追求するとともに，
複数の英文論文業績を挙げてきています．
　2．アレルゲン免疫療法の臨床的・細胞生物学的研究：ア
レルギー性気道疾患の根治療法として日本でいち早くアレ
ルゲン免疫療法を行ってきており，その臨床効果や機序に
ついて多くの知見を報告しています．日本アレルギー学会
発行のダニアレルギーおよびスギ花粉症についてのアレル
ゲン免疫療法手引書の作成においても，当科が中心的役割
を担っています．現在，本療法の対象患者から得た臨床検
体あるいは患者の免疫担当細胞から産生される各種炎症調
節分子を測定し，その効果発現の機序を研究するとともに，
さらに免疫療法の臨床的改良を目指したアプローチを行っ
ています．
　慢性閉塞性肺疾患（COPD）・睡眠時無呼吸：COPD や間
質性肺炎（IP）では薬物治療が進歩し治療の手段が増えて
きています．一方で，薬物療法に加え，呼吸リハビリテー
ションによる身体活動性の維持・向上が慢性呼吸器疾患患
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者の QOL と予後の改善に重要であることがわかってきま
した．私たちの研究室では，理工系研究者とリハビリテー
ション科と共同で，先進的な画像センシング技術を応用し，
安静時の胸郭と腹部の呼吸運動を非接触の状態で解析し，
診断，重症度，増悪の判定を可能とする新システムを開発
しています．さらに患者負担が少ない運動機能検査として，
Kinect センサーを応用した漸増負荷エルゴメーターによる
測定システムの開発も進めています．本装置では運動中の
患者の換気量と呼吸数をモニター可能であり，嫌気性代謝
閾値の推定が可能で，呼吸器疾患患者に適切な運動処方を
提供できるものと期待されます．
　COPD では疾患の進行と平行して筋肉量と体重の減少が
顕著となり，フレイル，サルコペニアを併発し，QOL が低
下します．私たちは，スポーツ，栄養関連の研究者および
放射線科と共同で，COPD 患者のエネルギー代謝の研究を
実施し，そのデータに基づく栄養，運動療法の改善とバイ
オマーカーの研究を継続しています．特に CT による気腫，
気道病変，筋肉量や体組成の解析，前述の画像解析システ
ムを応用した呼吸運動解析など，最新のテクノロジーを駆
使して，COPD における体重減少のメカニズムに迫り，エ
ネルギー必要量を推定可能なバイオマーカーの解明と栄養，
運動療法の確立を目指し，研究を続けています．
　また当科では IP と睡眠時無呼吸症候群（SAS）の患者数
が県内有数であり，診療実績を生かした様々な臨床研究を
実施し，多数の学会発表を行っています．一例として OSA
診断と重症度判定に対する顔面形態の 3D プリンターによ
る解析の有用性を英文論文発表しました．現在原発性アル
ドステロン血症と OSA の関連，鼻腔通気度と CPAP アド
ヒアランスの関係など，複数診療科での共同研究の企画を
進めています．
　びまん性呼吸器疾患分野：びまん性肺疾患は間質性肺炎
を中心に，ガイドライン，気管支鏡によるクライオ肺生検，
抗線維化薬など検査方法，診断，治療法が目覚ましく進歩
しています．私たちの研究室では間質性肺炎の多施設共同
臨床観察研究や本学生化学教室と共同で，肺疾患患者血液
中 extracellular vesicle 上分子を指標とした診断マーカーの
開発に関する研究を行っています．また，気管支肺胞洗浄
液（BALF）を活用した新規バイオマーカーの探索や間質
性肺炎の病態解析を進めています．
　感染症：当科は新興感染症としての COVID-19 に他内科
と共同診療に従事しています．本学の他科や他施設と
COVID-19 重症化の治療や免疫学的解析に基づく予測バイ
オマーカー探索研究を進めています．
　呼吸器悪性腫瘍：私たちの研究室は以前から各種薬物治
療の多施設共同研究に参加し，新規治療法の探索検証を進
めています．

◆　研究室の目指す方向性

　臨床医学に根ざし，基礎と臨床の連関性を常に意識した
包括的な取り組みを進めていくことを基本としています．

得られた新規の知見は世界に発信していくことが基本的な
方向性です．
　免疫・アレルギー部門では，喘息・アレルギーに関与す
る炎症性分子を分析し，病態評価や治療効果の評価が可能
となる新規バイオマーカーの探索を進めています．また本
学免疫学や，当院の小児科，耳鼻科，皮膚科との共同研究
において，関連気道疾患や免疫応答の検討に取り組んでい
ます．アレルギー反応の主役となる好酸球などの炎症性細
胞の浸潤・活性化の機序，またこれらに対する治療薬の効
果を検討し，新規データを他の手法や臨床とリンクさせて
研究の次期ステップを検討して進めています．
　COPD をはじめとした慢性呼吸器疾患の機能解析部門で
は，理工系研究者との共同研究を積極的に推進し，最新の
理工学技術を診療に生かす努力を継続しています．特に呼
吸運動の画像解析は SAS，COPD，間質性肺炎など，様々
な疾患の診断や治療効果判定に有用と考えられ，COPD に
おける体重減少のメカニズムの解明にも役立つ可能性があ
ります．

◆　研究者への指導方針

　米国では専門医の育成には研究体験が必須であると認識
されています．呼吸器・アレルギー分野の専門的知識を適
正に活用し，精度の高い分析結果に立脚した，論理的思考
能力をもった内科領域の専門医として，自律的に成長し続
けることができるよう指導していきます．臨床・基礎研究
を立案でき，後輩医師を指導し，学会で活躍でき，本学や
医学に貢献できるリーダー的医師とすることが目標です．
研究成果は国際学会で発表し，希望に応じて海外留学を指
導しています．過去の大学院生は在籍中に 2～4 点の英文
論文を完成できています．
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